
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

・スーパーリアリズムの作品鑑賞
・肖像権と著作権について
・転写技法
・目、鼻、口などの形の特徴と描
き方　　・ハッチング
・トーン表現

〇

・素材（写真）が課題の目的に合致している
か。　　・１年時に学んだデッサンの技術と
見方を応用できているか。
・形体表現
・明暗表現
・細密描写
・授業に主体的に参加し、集中して制作して
いるか。

高校生の美術２　日本文教出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】美術の基礎的な知識・技術を学び、作品の制作に生かすとともに、芸術文化への理解を深める。

課題についての考えを深めてテーマや素材を選び、美的且つ効果的に表現できる。

芸術を通して他者と自己の違いや互いの長所を認め合うとともに、粘り強く課題に取り組むことができる。

（１組：吉田） （２・３組：吉田） （４・５組：吉田） （６・７組：吉田）

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

１年次に学んだデッサンの見方と技術を基礎とし
て、細密デッサンの技法を学ぶ。糸鋸を自在かつ安
全に使用する。美術作品の調査方法とレポートの書
き方、プレゼンテーション能力の向上を目指す。

与えられた課題に対して、学んだ知識と技術を基
に、考えを深め、美的且つ効果的に工夫して表現
することができる。美術史上の作品を調査し、作
品を通じて考えたことや感じたことをレポートと
発表で表現できるようにする。

主体的に授業に取り組み、美術の授業を通して他者
と自己の違いや互いの長所を認め合うとともに、粘
り強く課題に取り組むことができる。

知 思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

A 単元　顔を描く～スーパーリアリ
ズムに挑戦～
【知識及び技能】
著作権と肖像権について十分に理解
した上で、題材（写真）を選ぶこと
ができる。１年次に学んだデッサン
を応用し、リアルな描写ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
細密描写、立体表現さらには写真の
特徴を活かした題材（写真）を用意
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

２
学
期

A 単元　木のパズル
【知識及び技能】
糸鋸の特徴と使用方法を理解し、安
全かつ自在に使用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
パズルの用途を踏まえ、魅力的かつ
オリジナリティーのあるデザインを
考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・パズル制作の条件
・パズルのアイデアスケッチ
・糸鋸の安全かつ効果的な使い方
・やすりがけ
・彩色

○

１
学
期

28

○ ○ ○ 26

・デザイン（オリジナリティーと表現力）
・糸鋸技術
・フィニッシュ
・授業に主体的に参加し、集中して制作して
いるか。

○ ○

〇

○

〇 16

３
学
期

A 単元　西洋美術史
【知識及び技能】
作品についての調査方法を知り、必
要な事項を調査することができる。
作品について学んだことを、第三者
に分かりやすく伝えることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の調査を通じて得た自分の考え
を美的かつ分かりやすくレポートに
まとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・作品を調査する際のポイント
・発表方法
・レポートの書き方
・生徒により発表された作品につ
いてのまとめと補足

〇

合
計

70

・発表において、他の生徒に対して、大きな
声で分かりやすく伝えることが出来たか。
・発表において、作品を知るうえで、他の生
徒に伝えるべきことを的確に伝えられたか。
・レポートでは、作品の調査を通じて得た自
分の考えを根拠を上げて述べているか。

〇


